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[ はじめ に]

医療機 関 の ニ ー ズ
､
予算､ 利用可能な技術により制約を受け､ 多種多様な電子カ ル テ シ ス テ ム

が 開発されて い る｡ これらの シ ステ ム は
､
共通 の基盤 に基づ い て開発されて いないため ､ 医療機関

を越えて情報を共有し
､
活用することが困難な状況にある｡ そこで ､ 著者は共通 の 基盤 の 一

つ であ

る機能の 面に着目し､ 電子カ ル テ シ ス テ ム の機能参照 モデル(以下 ､
R P M ) の構築に取り組んで い

る｡ こ の モ デル は電子カ ル テ シ ス テ ム の(1) 機能 ､ (2)機能の記述要素( 以下 ､
F D E) ､ ( 3)電子カ ル テ

に与えられて い る目的(これらは､ 1 つ 以上 の機能 の実装により実現される｡ ) ､ (4)荊述 の(1) - ( 3) 間

の 関係を表現するもの である｡ 本論文では
､
R F M を構成するモデル であるメタ機能モデル ､ 機能 モ

デル の 構築を行 い
､
電子カ ル テ シ ス テ ム の 機能に関する新しい記述方法を提案することを目的と

する｡

[方法]

現在 ペ ー パ レ ス 電子カ ル テ シ ス テ ムを稼動して い る国内 5 病院 ､ 海外 1 病院を選定し
､
電子カ

ル テ シ ス テ ム 内に実装されて い る機能を収集するため にア ンケ ー ト調査 ､ イン タビ ュ
ー 調査 ､ およ
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び実機操作を行 っ た｡ 本調査 は 2 0 0 4 年1 月 - 3 月 に実施した｡ 調査票には ､ 想定される電子カ ル

テ シ ス テム の機能 の具体例として ､
2 9 3 項 目を用意した｡ 本調査 の 目的は ､

R F M の 構築に必要な

情報( 電子カ ル テ シス テ ム の機能および業務で の 役割) をより多く収集することであり､ 各病院の 電

子カ ル テ シス テ ムを比 較するため のもの で はない ｡

次に上述の 調査結果をもとに
､ 機能参照リスト( 以下､

R F L) を作成した｡ R F L におい て
､
1 つ の機

能を複数の F D E に分割し
､ 各機能を階層的に記述した｡ 今回

､ 著者は F D E を以下の 1 3 種類

( 1 ｡ S u bj e ct , 2 . T e m p o r al c o n st r ai nt s ( u s e r a cti o n) , 3 . T e m p o r al c o n st r ain t s (i nfb r m ati o n al

c o n s t r aint s) ,
4 . T e m p o r al c o n st r ai n t s ( st at e s o f sy s t e m) ,

5 . L o c atio n , 6 . O bj e c t (p e r s o n a s y s t e m ) ,

7 . D ir e ct o b]
'

e c t (i n fo rm ati o n & fu n c ti o n s) , 8 .I n dir e ct o bj e ct (in f o r m atio n) , 9 .P u r p o s e ( cli ni c al) ,

1 0 . P u rp o s e ( n o n
-

cli ni c al) , 1 1 .i n st r u m e n t (p h y si c al) , 1 2 .I n s t m m e n t ( n o b - p h y si c al) , 1 3 . V e r b) に設

定した｡

最後に ､ R F M の構成要素である､ メタ機能モデルと機能モ デル を構築した｡ メタ機能モデル は
､

機能 モデ ル を表現する言語を定義する モデル である｡ また機能 モデル は ､ (1)機能､ (2) 機能間 の

静的関係 ､ ( 3) F D E
, (4) F D E 間 の静的関係 ､ (5) 機能とF D E 間の静的関係を表現するモ デル である

｡

ここで言う､ 静的関係とは ､ 関係が時間に依存せず ､ ある条件のもとで不変であるということを意味

して い る｡ モデル化 にあたり､ まず R F L を分析し
､ 存在して い る機能間の 関係 の パ タ

ー ンを抽出し

た｡ その パ タ
ー ン に基づき､ それらの関係を全て表現できるメタ機能 モデル を作成した｡ 更にメタ機

能 モデ ル で定義された記述形式 に従 っ て
､ 機能 モデルを作成した｡ これらの モ デル は ､

U M L (th e

u nia e d M o d eli n g L a n g u a g e) の クラス 図を用 い て記述して い る. 今回 ､ 機能モ デル の 作成におい て

は
､

｢ 抽出された全て の パ タ
ー ン の代表的な事例を1 つ 以上 モデル 化すること｣ ､ および ｢全て の動

詞に つ い て代表的な事例を1 つ 以上 モデル 化すること｣ を目標として い る｡

[結果]

調査票で想定した 2 9 3 項目 の機能の 具体例 のうち､ 2 7 0 項目が 1 つ 以上 の病院で存在した ｡ オ

ー ダリングに 関する機能を除く､ 医師 の利用する機能に限定し
､ 調査票から 8 3 項目の 具体例を抽

出し
､ 抽 出された機能す べ てを R F L にお い て 3 8 5 項目 の機能として表現することができた｡

この 項

目数 の変化は ､
R F L で機能を記述する際に動詞を 1 1 種類 に限定することにより､

一

つ の 具体例を
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表現する の に複数の動詞で表現する必要があ っ たため ､ また調査票 の コ メント欄に記載された機

能および実機調査により発見された機能を追加 したためである｡

また
､ 作成された R F L を分析することにより

､ 機能間 の 関係 にお い て 6 種類 の パ タ
ー

ン が見 つ か

っ た｡ これらは
､

｢ パ タ ー ン 1 : 機能 A の F D E である
"

D ir e c t/I n di r e c t o bj e c t (i n 氏) r m ati o n)
"

と機能 B

の
"

D i r e c t/I n dir e c t o bj e c t(i nfわr m ati o n)
''

が部分全体関係 にある｡ ｣ ､
｢ パ タ

ー

ン 2 :機能 A の あるF D E

と機能 B の 同じタイプの F D E が
､ 汎化 ･ 特化関係 にある｡ ｣ ､

｢ パタ ー ン 3 :機能 A と機能 B の 間に

順序 の 制約がある｣ ､
｢ パ タ ー ン 4 : 機能 A が実行されるとき､

ある条件を満たすと機能 B も実行され

る｣ ､
｢ パ タ

ー ン 5 :機能 A が実行されるとき常に機能 B も実行される｡ ｣ ､
｢ パ タ ー ン 6 :機能 A が実行

されると機能 B は禁止される｡ ｣ であ っ た｡
パ タ

ー

ン 1 ､ 2 は汎化 ･ 特化 関係 ､
パ タ

ー ン 3 は前提とし

て 必要関係 ､
パ タ ー ン 4 は条件付き拡張関係 ､

パ タ
ー

ン 5 は条件なし拡張関係 ､
パ タ

ー ン 6 は

u M L における制約 の記述方法を用 い て モ デル 上に表現することができた｡ さらに ､
R F L にお ける

1 3 種類の F D E を分析し､ それらの 統合､ 除外を行うことにより､
R F M では ､

9 種類の F D E を用い て

機能を表現することができた｡ 図1 は作成したメタ機能モデ ル である｡ こ の モデル は機能が 9 種の

F D E を持ち､
これらの F D E と機能が 1 0 種 の 関係で結ばれ ､ さらに機能間 の 関係 には ､

U M L クラス

図で用意されて い る関係 にあらたに前提として必要関係 ､ 拡張関係を加えることによっ て表現でき

ることを示 して い る｡ 図2 に機能モ デル の
一

例を示す ｡ 機能 モデル作成におい て設定された目標

は達成され
､
R F L の機能項目の 1 2 . 2 % の モ デル化を完了した｡

[考察]

本論 文では 電子カ ル テ シ ス テ ム の機能 の新たな記述方 法であるメタ機能 モデ ル を提案した｡

R F M は現 在ドラフトが 公 開されて い る電子カ ル テ シ ス テ ム の 機能 モ デ ル である H L 7 E H R - S

触- cti ｡ n al m ｡ d el に比 べ
､ 機能を多軸に分類できる点､ F D E の 単純比較､

F D E 内で の 階層関係を

用いた比 較により､ 機能の類似点や相違点を明示できる点 ､ 機能 の構造や関係を視覚化できる点

で優れて い る｡ しかし
､ 医療機関の特性に応 じ､ 必要な機能を提示するとい っ た点に関しては

､ 今

後対応が必要である｡ また､ 現在 R F M の 応用例として ､ 機能仕様書半自動生成ツ ー ル を開発中

である｡ こ の ようなツ
ー ル が開発されれば

､ 仕様書作成作業の簡略化 ､
必要な機能 の 見落とし防止 ､

記述ミス防止などに R F M を応用できるであろう｡ R F M を構築することは電子カ ル テ シ ス テ ム に必要
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な機能の 明示化 に つ ながり
､
電子カ ル テ シ ス テ ム の標準化に貢献するだ けで はなく､ 電子カ ル テ

シ ス テ ム設計時に開発者 が
､ 医療従事者の 持 つ 要求を正確に把握することを促進するだろう｡ そ

の ため に ､ 今後 の作業として
､ 電子カ ル テ シ ステ ム の 目的と機能 の 関係や 医療機 関 の特性ごとの

機能 の 必要性 の レ ベ ル をモデル に反映する必要があると考えて い る｡

園 1 メタ機能モデル

園 2 機能モデル例 ( / iタ ー ン 1 )
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